
                            

   

大
本
山
永
平
寺
で
の
修
行
中
、
三
八
念

誦
と
い
う
法
要
が
あ
る
。
月
の
三
と
八
の

つ
く
日
の
午
後
に
お
勤
め
し
ま
す
。
毎
日

堂
内
外
の
掃
除
は
か
か
せ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
日
に
は
修
行
僧
総
出
で
特
に
念
入
り

に
清
掃
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

日
の
夕
方
に
こ
の
法
要
を
行
い
ま
す
。 

「
大
衆
に
白
す
。
如
来
大
師
入
般
涅

槃
、
今
・
・
年
に
至
っ
て
、
已
に
二
千
五

百
・
・
歳
を
得
た
り
。
是
の
日
已
に
過
ぎ

ぬ
れ
ば
、
命
も
亦
た
随
っ
て
減
ず
。
小
水

の
魚
の
如
し
。
斯
（
こ
こ
）
に
何
の
楽
し

み
か
有
ら
ん
。
衆
等
、
当
に
勤
め
精
進
し

て
頭
燃
（
ず
ね
ん
）
を
救
う
が
如
く
す
べ

し
。
但
だ
無
常
を
念
じ
て
慎
ん
で
放
逸
な

る
こ
と
勿
れ
。
伽
藍
土
地
、
法
を
護
っ
て

人
を
安
ん
じ
、
十
方
の
檀
那
、
福
を
増
し

慧
を
増
さ
ん
。
如
上
の
縁
の
為
に
念
ず
」 

 

大
衆
の
一
人
が
こ
の
一
文
を
唱
え
終

わ
る 

 
 

に
お
会
い
し
た
。
妙
心
寺
派
で
は
令
和
九

年
に
第
二
世
の
興
祖
微
妙
大
師
の
六
百

五
十
年
の
大
法
会
が
厳
修
さ
れ
る
。
大
法

会
の
テ
ー
マ
は
、
『
い
ま
、
こ
こ
を
生
き

る
し
あ
わ
せ
』、
微
妙
大
師
に
は
、「
小
水

の
魚
に
楽
し
み
有
り
」
と
い
う
書
が
残
さ

れ
て
い
る
。
三
八
念
誦
の
「
小
水
の
魚
の

如
く
・
・
・
何
の
楽
し
み
か
有
ら
ん
」
、

こ
の
無
常
の
世
に
は
楽
し
み
は
な
い
と

い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
微
妙
大
師

は
「
楽
し
み
が
あ
る
」
と
示
し
て
い
る
。

「
小
水
の
魚
に
も
楽
し
み
あ
り
」
と
。『
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
人
生
だ
と
し
て
も
、

い
ま
、
こ
こ
を
精
一
杯
生
き
る
こ
と
で
、

誰
の
人
生
に
も
真
実
の
楽
し
み
が
立
ち

現
れ
て
く
る
』
（
妙
心
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
）
な
る
ほ
ど
と
思
う
。 

こ
の
世
の
無
常
は
誰
も
避
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
。
小
水
の
魚
の
如
く
、

大
切
な
寿
命
（
水
）
も
減
り
、
日
々
私
た

ち
（
魚
）
も
衰
え
て
行
く
。
微
妙
大
師
や

永
平
寺
の
三
八
念
誦
は
と
も
に
、
「
お
釈

迦
様
が
ご
入
滅
さ
れ
て
か
ら
二
千
五
百

年
が
過
ぎ
た
、
同
じ
よ
う
に
自
分
の
命
も

刻
々
と
減
っ
て
い
る
。
無
常
の
世
だ
か
ら

こ
そ
、
日
々
怠
る
こ
と
な
く
、
人
生
の
終

焉
ま
で
ひ
た
す
ら
修
行
に
励
も
う
」
そ
の

よ
う
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
。 

 

令
和
七
年 

年
回
忌
表 

[

回
忌]

 
 

 
 
[

没
年]

 

一
周
忌     

令
和
六
年 

三
回
忌     

令
和
五
年 

      

 

十
三
回
忌   

平
成
二
十
五
年 

十
七
回
忌   

平
成
二
十
一
年 

二
十
三
回
忌 

平
成
十
五
年 

二
十
七
回
忌 

平
成
十
一
年 

三
十
三
回
忌 

平
成
五
年 

五
十
回
忌   

昭
和
五
十
一
年 

百
回
忌     

大
正
十
五
年 

 

▼
令
和
七
年
度(2

0
2

5
)

の
年
回
忌
表
で
す
。 

当
寺
で
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
本

堂
に
は
張
り
出
し
し
て
い
ま
せ
ん
。
年
忌
に

当
た
ら
れ
て
い
る
各
家
に
は
昨
年
十
一
月
中

旬
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
▼
日
曜
・
祝
日
の
ご
法
事
の
申
し
込
み

は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
「
周
」

は
「
め
ぐ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
亡

く
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
め
ぐ
り
し
た
翌

年
の
そ
の
日
を
一
周
忌
と
呼
ぶ
。
回
忌
と
は

亡
く
な
ら
れ
た
日
を
最
初
の
忌
日
と
考
え

て
、
三
回
目
の
忌
日
が
「
三
回
忌
」
と
な
る
。

以
降
は
丸
六
年
目
が
七
回
忌
、
丸
十
二
年
目

が
十
三
回
忌
と
な
る
。 

 

宗旨 曹洞宗（そうとうしゅう）/ 本尊 釈迦牟尼仏 / 両祖 永平寺道元禅師 總持寺瑩山禅師 (一仏両祖) 

 

 

 
 
 

1985/4 創刊 
 
〒959-2646 新潟県 
胎内市西栄町 2-8 

TEL 0254-43-2419 
FAX 0254-43-4560 
編集人 広厳寺 
住職 神田英俊 

 
メール 

otera@kogonji.jp 

寺報 

第 130号 

R7/8/1 発行 

乗 

雲

 

乗雲 第 130号 (1) 2025.8.1発行 

わ
る
と
、
す
ぐ
様
、
堂
内
の
鐘
が
鳴
り
、

そ
の
鐘
に
合
わ
せ
、
全
員
で
十
仏
名
（
十

の
仏
の
み
名
）
を
お
唱
え
す
る
。
い
つ
も

こ
の
場
に
立
つ
と
、
独
唱
の
声
、
十
仏
名

が
心
に
染
み
入
り
、
し
っ
か
り
修
行
に
励

ま
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
に
な
っ
た
も

の
で
し
た
。 

 

「
釈
迦
入
滅
よ
り
・
・
年
が
経
っ
た
。

こ
の
日
が
已
に
過
ぎ
去
る
よ
う
に
私
た

ち
の
命
も
ま
た
減
っ
て
い
く
。
『
小
水
の

魚
の
如
し
』
（
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
水
に
住

む
魚
、
水
が
干
上
が
れ
ば
た
ち
ま
ち
死
ん

で
し
ま
う
が
、
そ
こ
に
安
心
し
て
と
ど
ま

っ
て
い
る
）
『
斯
に
何
の
楽
し
み
か
有
ら

ん
』
（
そ
こ
に
何
の
楽
し
み
が
あ
る
と
い

う
の
だ
）
。
生
命
は
危
う
い
、
ま
さ
に
時
を

惜
し
ん
で
修
行
に
専
念
し
、
頭
に
か
か
る

火
の
粉
を
払
う
が
如
く
し
て
、
た
だ
無
常

を
念
じ
精
一
杯
修
行
に
励
も
う
」
こ
の
よ

う
に
解
釈
し
て
い
る
。 

 

過
日
、
駒
沢
大
学
で
共
に
仏
教
を
学
ん

だ
山
梨
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
ご
老
師

お
寺
さ
ん
に 

令

和

元

年 

平
成
三
十
一
年 

七
回
忌 

小
水
の
魚
の
如
し
、
斯
に
何
の
楽
し

み
か
有
ら
ん 

 
 
 
 

法
句
経 

 



                             

大
般
若
法
要
終
了 

 

六
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
恒
規
大
般

若
会
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。
随
喜
寺
院

二
十
三
名
。
大
般
若
転
読
法
要
、
檀
信
徒

供
養
法
要
、
法
話
後
、
昼
食
お
持
ち
帰
り

に
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
参
詣
者
は
四

十
名
。
尚
、
今
年
度
の
法
話
は
、
村
上
市

荒
島
・
東
岸
寺
住
職
野
田
尚
道
老
師
に
お

務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

         

白
蓮
寺
二
十
世
本
葬
儀 

 

新
発
田
市
五
十
公
野
・
白
蓮
寺
様
（
住

職
関
根
大
剛
師
）
で
は
先
住
二
十
世
大
圓

信
行
大
和
尚
（
関
根
信
行
師
）
の
本
葬
儀

が
三
回
忌
に
併
せ
、
御
寺
院
、
檀
信
徒
、

梅
花
講
員
他
多
数
参
列
に
て
厳
か
に
修

行
さ
れ
た
。
六
月
十
九
日
逮
夜
、
二
十
日

本
葬
儀
及
び
三
回
忌
正
当
供
養
。 
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新潟県曹洞宗第四宗務所 

テレホン（WEB）法話 

和尚
おしょう

さんの言
こと

の葉
は

 

和
尚
さ
ん
の
言
の
葉 

 

曹
洞
宗
新
潟
県
第
四
宗
務
所
（
所
長 

新
潟
市
観
音
寺
住
職
阿
部
正
機
師
）
で
は

宗
務
所
管
内
寺
院
に
よ
る
テ
レ
ホ
ン
法

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
和
尚
さ
ん

の
お
話
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。 

◆曹洞宗長野県第二宗務所 テレフォン法話 

「なむなむやまびこ法話」0265-73-7676 

◆曹洞宗新潟県第一宗務所 テレフォン法話 

「禅 の 散 歩 道」0258-34-4455 

◆曹洞宗北信越管区教化センター  テレフォン 法話 

「心 の 電 話」026-244-4141 

北信越管区内宗務所（長野第二、新潟第一）

管区教化センターにもテレホン法話があ

ります。 

 

◆
寺
院
葬
◆ 

乗
雲
閣
（
位
牌
堂
）
ホ
ー
ル
で 

通
夜
・
葬
儀
が
で
き
ま
す
。 

■
訃
報 

並
槻 

上
野 

全
氏
逝
去 

 

五
月
十
九
日
寂
、
享
年
八
十
四
。
長
年

当
寺
役
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
訃
報 

源
長
寺
九
世
遷
化 

 

令
和
七
年
五
月
二
十
一
日
、
岐
阜
県
中

津
川
市
、
源
長
寺
九
世
住
職
・
大
安
泰
方

大
和
尚
（
久
翁
泰
方
師
）
遷
化
。
世
寿
七

十
三
歳
。
五
月
二
十
六
日
逮
夜
、
二
十
七

日
に
本
葬
が
営
ま
れ
た
。
師
は
駒
沢
大
学

仏
教
学
部
同
年
で
、
そ
の
後
大
本
山
永
平

寺
も
一
緒
に
修
行
し
た
仲
間
。
秉
炬
師
は

ご
本
寺
同
恵
那
市
長
國
寺
住
職
小
島
現

由
老
師
が
務
め
ら
れ
た
。
遺
弟
喪
主
は
副

住
職
横
田
英
和
師
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
訃
報 

諸
善
寺
二
十
世
遷
化 

 

令
和
七
年
五
月
二
十
八
日
、
胎
内
市
鍬

江
、
諸
善
寺
二
十
世
住
職
・
諸
岳
正
樹
和

尚
（
小
林
正
樹
師
）
遷
化
。
世
寿
八
十
四

歳
。
六
月
二
十
三
日
逮
夜
、
二
十
四
日
に

本
葬
が
営
ま
れ
た
。
秉
炬
師
は
ご
本
寺
新

発
田
市
蔵
光
・
香
傳
寺
住
職
三
輪
智
明
老

師
が
務
め
ら
れ
た
。
遺
弟
喪
主
は
副
住
職

小
林
正
禅
師
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

▼
コ
ロ
ナ
感
染
症
以
後
、
葬
儀
の
形
態
が

変
わ
り
ま
し
た
。
家
族
や
近
親
者
の
み
の

小
規
模
葬
が
一
般
的
と
な
り
、
葬
儀
社
会

館
で
の
葬
儀
も
少
人
数
で
執
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
寺
位
牌
堂
ホ
ー
ル
で
の
通

夜
、
葬
儀
は
控
え
室
も
あ
り
、
万
一
の
場

合
に
は
控
え
室
に
搬
送
し
お
寺
か
ら
出

棺
も
可
能
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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野田尚道老師によるご法話 



                           

火
の
用
心 

 

～
福
山
諦
法
禅
師
の
お
言
葉
～ 

 
 
 
 
 
 

常
勝
寺
内 

栗
橋
一
徳 

令
和
七
年
に
入
り
、
早
く
も
二
ヶ
月

が
経
ち
ま
し
た
。
毎
年
、
大
寒
か
ら
立

春
、
こ
の
時
期
が
各
地
で
最
も
寒
さ
が

厳
し
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
思

い
起
こ
せ
ば
、
昨
年
の
夏
、「
暑
い
、
暑

い
」
と
口
癖
の
よ
う
に
言
い
な
が
ら
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

は
「
寒
い
、
寒
い
」
と
、
ど
こ
か
あ
の
夏

を
恋
し
が
っ
て
い
る
自
分
が
お
り
、「
あ

〜
。
人
間
っ
て
な
ん
て
贅
沢
な
の
だ
ろ

う
。」
と
感
じ
る
日
々
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
寒
さ
が
増
し
て
来
ま
す
と
火
を

扱
う
こ
と
が
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。 

私
が
福
井
県
に
あ
り
ま
す
大
本
山
永

平
寺
で
修
行
さ
せ
て
頂
い
て
い
た
頃
の

話
で
す
。
時
の
御
住
職
、
福
山
諦
法
猊
下

は
永
平
寺
の
修
行
僧
に
事
あ
る
ご
と
こ

の
よ
う
に
お
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
『
火
の
用
心
』、『
火
の
用
心
』
と
。

当
時
、
ま
だ
ま
だ
修
行
僧
の
身
で
あ
っ

た
私
は
そ
の
意
味
の
如
く
「
火
元
に
注

意
を
す
る
事
」
、
「
火
災
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
る
事
」、
そ
れ
だ
け
を 

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
お

り 

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
に
な
っ
て
、
こ

の
『
火
の
用
心
』
に
は
、
も
う
一
つ
深
い

意
味
が
あ
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
自
分
の
心
の
『
火
の
用
心
』
で
す
。
す

ぐ
に
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん

の
事
、
何
か
を
行
動
に
移
す
時
、
言
葉
を

発
す
る
時
に
は
、
よ
く
よ
く
考
え
て
相
手

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
が
心

の
『
火
の
用
心
』
で
す
。
ほ
ん
の
一
言
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ん
の
四
文
字
の
言
葉

で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
変
重
み
の
あ
る
言

葉
で
あ
り
、
私
は
い
ま
で
も
禅
師
様
の
こ

の
お
言
葉
を
大
切
に
し
な
が
ら
日
常
生

活
を
歩
ん
で
い
ま
す
。 

 

日
々
の
忙
し
さ
の
中
、
実
践
す
る
事
が

難
し
い
時
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
皆

様
も
『
火
の
用
心
』
、
そ
し
て
自
分
の
心
の

『
火
の
用
心
』
を
心
掛
け
、
一
日
一
日
を

心
穏
や
か
に
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

 

＊
こ
の
法
話
は
令
和
六
年
二
月
一
日
よ

り
十
日
ま
で
、
曹
洞
宗
新
潟
県
第
四
宗
務

所
テ
レ
ホ
ン
（W

E
B

）
法
話
（
和
尚
さ
ん
の

言
の
葉
）
で
の
新
発
田
市
下
中
、
常
勝
寺

副
住
職
・
栗
橋
一
徳
師
の
お
話
を
許
可
を

得
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。 

 

 
 
 

仏
事
の
知
識 

 
 

中
陰
飾
り 

 

お
葬
式
後
、
自
宅
に
は
四
十
九
日
法
要

ま
で
ご
遺
骨
や
白
木
の
お
位
牌
を
安
置

す
る
祭
壇
を
設
け
ま
す
。
こ
れ
を
中
陰
飾

り
と
言
い
ま
す
。
葬
儀
社
で
は
白
木
の
祭

壇
や
白
い
素
焼
き
の
よ
う
な
香
炉
、
線
香

立
て
、
花
立
て
、
白
木
の
焼
香
箱
等
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も

突
然
の
旅
立
ち
と
な
り
何
も
葬
儀
の
準

備
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
現
し
て
い

る
も
の
で
す
。
お
香
典
に
新
札
を
使
わ
な

い
と
か
、
表
書
き
を
薄
墨
で
書
く
の
も
、

急
な
こ
と
で
準
備
が
出
来
て
い
な
い
こ

と
を
知
ら
せ
て
く
れ
て
い
る
も
の
で
、
ご

不
幸
に
際
し
て
の
作
法
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
仏
具
類
は
み
な
四
十
九

日
法
要
後
、
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
普
段
用
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
白

木
の
お
位
牌
も
四
十
九
日
ま
で
の
仮
の

も
の
で
そ
の
後
、
菩
提
寺
様
に
頼
ん
で
塗

り
の
本
位
牌
を
用
意
し
ま
す
。 

 

＊
今
ま
で
の
仏
事
の
知
識
は
当
寺
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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境
内
風
景 

             

・
四
月
十
九
日 

位
牌
堂
玄
関
修
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上
材
木 

・
四
月
中
旬 

墓
地
除
草
剤
散
布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
土
建 

 
 

・
四
月
～
十
月 

草
取
り
（
週
一
回
） 

 
 
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

・
五
月
十
四
日 

ケ
ヤ
キ
虫
駆
除 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上
材
木 

・
六
月 

五
日 

涅
槃
聖
苑
開
眼
法
要 

・
六
月 
十
日 

大
般
若
会 

・
七
月 

一
日 

庭
木
剪
定 

 
 
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

・
七
月
上
旬 

墓
地
除
草
剤
散
布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
土
建 

 

  

 

 

仏
事
の
知
識  

 

フジが綺麗でした（５月中旬） 
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動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。
檀

家
さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き
ま
す
。 

寂

光

塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
お
墓
継
承
に
お
悩

み
の
方
、
お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養
い

た
し
ま
す
。
広
厳
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

動物供養塔（ペットのお墓） 寂光塔（永代供養合同墓所） 

 

 

 
 

お
寺
か
ら
の
お
願
い 

▼
位
牌
堂
の
各
家
位
牌
壇
の
ロ
ー
ソ
ク
、

お
線
香
に
つ
い
て 

お
寺
で
用
意
し
た

ミ
ニ
ロ
ー
ソ
ク
、
お
線
香
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。
お
線
香
は
香
炉
か
ら
灰
が
こ
ぼ
れ

な
い
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
に
立
て
、
お
参
り

が
済
み
ま
し
た
ら
点
し
た
ロ
ー
ソ
ク
は

火
災
予
防
の
為
必
ず
火
を
消
し
て
く
だ

さ
い
。 

▼
墓
地
の
自
然
ゴ
ミ
（
枯
れ
枝
、
枯
れ
草
、

枯
れ
た
お
供
え
の
お
花
等
）
は
、
お
寺
で

業
者
に
依
頼
し
て
処
分
し
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
お
花
を
包
ん
で
あ
っ
た
紙
、
ビ
ニ

ー
ル
類
、
お
墓
掃
除
の
た
わ
し
、
雑
巾
、

洗
剤
容
器
、
欠
け
た
茶
碗
等
は
捨
て
な
い

で
く
だ
さ
い
。
各
自
持
ち
帰
っ
て
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
古
い
塔
婆
は
、
参
道
中
程
に
「
古
塔
婆

入
れ
」
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

▼
お
盆
を
迎
え
、
墓
地
の
枯
れ
草
等
乾
燥

し
て
い
ま
す
の
で
、
ロ
ー
ソ
ク
、
お
線
香

を
点
す
際
は
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

＊
墓
地
美
化
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

□
教
区
護
持
会
春
季
集
会 

 

六
月
十
三
日
塩
谷
増
慶
院
様
を
会
場

に
十
七
教
区
護
持
会
の
春
季
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。
令
和
六
年
度
行
事
及
び
決
算

報
告
、
令
和
七
年
度
行
事
及
び
予
算
が
承

認
さ
れ
、
そ
の
後
、
特
派
布
教
師
・
群
馬

県
法
泉
寺
住
職
喜
美
候
部
正
吾
老
師
の

法
話
を
拝
聴
し
た
。 

                    

□
涅
槃
聖
苑
開
眼
法
要
厳
修 

昨
年
春
よ
り
建
設
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
永
代
供
養
合
祀
墓
「
涅
槃
聖
苑
」

が
完
成
し
、
六
月
五
日
午
前
十
一
時
よ

り
開
眼
供
養
法
要
を
厳
修
い
た
し
ま
し

た
。
法
要
に
は
千
眼
寺
（
二
男
）
、
雲
泉

寺
（
三
男
）
を
お
願
い
し
、
住
職
、
副
住

職
を
含
め
寺
院
四
名
及
び
工
事
関
係
者

参
列
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。 

              

▼
寺
報
乗
雲
に
挟
ん
で
あ
り
ま
す
「
涅

槃
聖
苑
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
は
お
寺
に
資
料
が
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。 

 

秋
の
仏
教
講
演
会 

      

講 

師 
 

三
木
大
雲 

師 

 

怪
談
を
ベ
ー
ス
に
し
て
法
華
経
を 

絡
め
た
説
法
を
行
う
。 

期 

日 

十
月
十
一
日
（
土
） 

時 

間 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

会 

場 

広
厳
寺 

参
加
費 

五
百
円 

主 

催 

胎
内
市
曹
洞
宗
寺
院 

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
最
寄
り
の
寺
院
へ
。 

 

京都  日蓮宗  蓮久寺

住職 三木大雲 師 
 


